
講鵬帯甘 

雪解け進む3月20日の春分の日、七和地域住民協議会（伊

藤博会長）では今年で7回目となる赤ちゃん誕生記念品

贈呈式を行い、平成16年中に地域内で生れた赤ちゃん15 

人の両親ノ＼記念品を贈呈してお祝いしました。 

赤ちゃんの手形と足形が入った命名書、誕生日の新聞、 

ブロックなどのオモチャを受け取った両親は、自分たち

の宝”赤ちゃん”が地域の将来にとっても宝であると感じ、 

しっかりと抱き健やかな成長を願っていました。 

防犯グッズ「たすけっ呼」市に寄贈 ② 

．五所」」原全国凧揚げ大会 	③ 

3月28日から市役所の一部が廃置換・④ 
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人口と世帯／ 2 月28II現在 
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広報ごしょがわらが最終号を迎えました 
これまでご愛読いただき ありがとうこざいました 

3月28日に金木町及び市浦村との市町村合併で新・五所川原市が誕生 

するにあたり、現在の市広報は当号で最終となります。次号は新市初の

広報として4月15日号が発行されます。 



需
犯
グ
 
ズ

『庖
す
時
包
呼
」
』
 

子
ど
も
達
に
役
立
て
て
と
市
に
寄
贈
 

た
弓
け
っ

こ
の
△
「ー

 

市
に
昨
年
、
小
学
生
防
犯
用
の
笛
を

寄
贈
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
 

「た
す
け
っ
こ
の
会
」
（
里村
誠
悦
会
長
）
 

と
支
援
企
業
の
代
表
者
が
三
月
十
四
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
、
金
木
、
市
浦
小
学
校

全
児
」
号
と
市
の
新
入学
生
に
役
立
て
て

と
防
犯
笛
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。
 

今
回
寄
贈
し
た
千
二
百
七
十
個
の
笛

は
、
た
す
け
っ
呼

（
こ
）と
呼
ば
れ
青
 

森
市
の
甲
田
、
西
、
南
、
浦
町
の
四
中

学
校
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
シ

ー
 

ル
貼
り
を
行
い
ま
し
た
。
 

里
村
会
長
か
ら
目
録
を
受
け
取
っ
た

成
田
市
長
は
、「地
域
の
防
犯
活
動
の
た

め
大
事
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
笛
が
使
わ
れ
な
い
明
る
い

社
会
を
目
指
し
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ

ま
し
た
0
 

同会は、2001年 6 月に発生した大阪教育大付属池田小学校児

童殺傷事件を機に、子どもたちの安全を地域ぐるみで守ってい 

r こうと防犯笛を寄贈しています。 

市では早速教育委員会を通じて児童に笛を配布しました。 

顔の輪郭を整える鶴谷昭法さん 

ー
ど蝿
鱈
沈
移
魯
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五所川原市役所 公35- 2111 	平成17年 3 月25日 

新
社
会
人

と
し
て
心
が
ま
え
学
ぶ

フ
レ
ッシ
ュ
ア
ッ
フ
セ
三
プ
ー
 

五
所
川
原
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
（
藤
田
久
会長
）
な
どが

主
催
す
る
二
〇
〇
五
年
新
卒
者
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
 

ー
が
三
月
八
日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
で
行
わ
れ
、
 

こ
の
春
に
西
北
五
地
域
の
高
校
を
卒
業
し
地
元
に
就
職
す
る

皆
さ
ん
が
社
会
人
に
向
け
た
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
集
っ
た
七
十
三
名
の
 
「社
会
人
の
卵
」
 
の皆
さ
ん

は
、
社
会
人
と
し
て
の
心
が
ま
え
や
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 

ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
聴
い
た
ほ
か
、
 

コ
ー
ス
料
理
を
実
際
に
食
し
な
が
ら
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学

び
ま
し
た
。
四
月
か
ら
ホ
テ
ル
に
勤
務
す
る
木
村
友
美
枝
さ

ん
は
、「新
社
会
人
と
し
て
覚
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

さ
く
さ
ん
0
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
感
想
を話
し
て
い
ま
し
た
。
 ,

 
新
作
e
l
d
侵
武
多
認
鴻
』
製
作
中
 

立
侵
武
多

の
館
 

今
年
の
立
侵
武
多
「
炎
」
の
製
作
が
二
月
末
に
始
ま
り
ま

し
た
。
太
い
針
金
が
自
在
に
曲
げ
ら
れ
、
三
月
中
旬
に
は
顔

部
分
の
輪
郭
が
完
成
し
ま
し
た
。
 

製
作
者
の
鶴
谷
昭
法
さ
ん
は
、
「
こ
こ
製
作
所
で
は
、
ど

な
た
で
も
紙
貼
り
な
ど
に
参
加
で
き
ま
す
。
立
侵
武
多
を
見

て
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
方
に
製
作
す
る
楽
し
み
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
 
と
話
して
い
ま
し
た
。
 

製
作
は
、
七
月
中
句
の
完
成
に
向
け
進
め
ら
れ
ま
す
。一

 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
斉
藤
ふ
さ
さ
ん

（
雛
田
一
一
七
ー
三
一
）
H
三
千
円
。
 

〇
ス
ナ
ッ
ク
の
ぶ
子
（
川
端
町
七
五
ー
一
）
H
二
万
六
千
六
 

百
九
十
円
。
 

慣れないナイフとフォークでの食事に一生懸命 
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、 

凧揚げもいいけど 

讐間と曹撫 

三
月
士

1百
、
第
十
一
回
五
所
川
原

全
国
凧
揚
げ
大
会

（
主
催五
所
川
原
津

軽
凧
連
合
会

・
一
戸
幸
雄
会
長
）
が
岩

木
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
、
地
元
の
団
体

を
は
じ
め
県
内
全
域
と
長
崎
、
埼
玉
、
 

新
潟
、
札
幌
な
ど
全
国
各
地
か
ら
の
凧

愛
好
家
六
十
団
体
、
五
百
人
が
参
加
し
、
 

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
六
部
門
に
分
か
れ
見
栄
え
 

ゃ
技
術
、
マ
ナ
ー
の
ほ
か
津
軽
凧
部
門

の
「
ぐ
ん
ぐ
」
の
鳴
り
の
勇
ま
し
さ
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
創
作
凧
の
部
で
は
世
界
で
も

一
人
し
か
作
っ
て
い
な
い
盃
凧
（
さ
か

ず
き
だ
こ
）
の
東
利
一
さ
ん

（7
2歳
・

新
潟
県
小
千
谷
市
）
や
札
幌
の
こ
い
の

ぽ
り
の
連
凧
な
ど
珍
し
い
凧
が
辺
り
狭

し
と
大
空
を
駈
け
巡
っ
て
い
ま
し
た
。
 

会場では凧揚げと一緒に凧談議に花を咲かせ愛好家同

士の交流の輪が広がりコミュニケーションの場として盛

り上がっていました。 

っまく揚がっ’れょ， 

▲中野敬造顧問（右）と話す東利ーさん（左） 

▲
こ
い
の
ぼ
り
の
連
凧

を
揚
げ
て
パ
フ
ォ

ー
 

マ
ン
ス
 

風
や
津
軽
鳳
の
競
演
 

五
所
川
原
全
国
凧
揚
げ
大
会
 



更
衣
室
（
女）
 

工
事
検
査
室
 

更
衣
室
（男
）
 

第
3
会
議
室
 

第
4
会
議
室
 

教
育
総
務
室
 

  

 

機
械
室
 

     

     

      

煙
室
 

収
 

機械室 EV 

建築住宅 

wc 
（女） 

wc 
（男） 

土木課 

都市計画課 区画整理課 

倉 

庫 ド水道課 書 庫 曲
辰
 
政課 農村整備課 観光協会 商工観光課 

納
 

課
 

助28同から 
ill姉の 	部力配置換え鱈なりま 

問い合わせ 総務課 内線4O2-4O5 

市町村合併に伴い、教育委員会が金木庁舎に移転します。これにより、本庁舎 

3階（経済部の農政課、農村整備課、商工観光課）と4階（工事検査室）が北棟 

3階に移動しますので、こ来庁の際にはお間違えのないようにお願いいたします。 

また、転入学等の受付は、教育総務室（新設）で行います。 

3階 

議 

福祉部の課の名称が変わります 
◇福祉部生活福祉課（庶務係、保護係）→福祉部保護福祉課（庶務係、保護第一係、保護

第二係） 

◇福祉部健康福祉課（健康推進係、障害福祉係、児童家庭係）→民生部健康推進課（健康

推進係）と福祉部家庭福祉課（障害福祉係、児童家庭係）に変わります。 

五所川原市役所 公35一2111 	平成17年 3 月25日 

市
町
村
合
併
に
伴
い
市
長
、
収
入
役
、
監
査
委

員
及
び

教
育
長
は

三
月
二
十

七
日
に

失
職
し
、
 

一
一月
二
十
八

日
か
ら
新
市
長
が
選
出
さ
れ

る
ま

で
の
間
、
市
長
職
務
執
行
者
と
し

て
成
田
守
氏

が
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
収
入
役
が
議
会

の
同
意
を
得
て
選
任

さ
れ
る
ま
で
の
間
、
職
務
代
理
者
と
し

て
会
計

課
長
が
そ
の
職
務
を
行
い
、
監
査
委
員
は
、
議

会

の
同
意
を
得
て
選
任
さ
れ

る
ま
で

の
間
は
、
 

委
員
が
置
か
れ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

教
育
長
は
、
教
育
委
員
会

の
委
員
が
議
会
の

同
意
を
得
て
任
命
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
合
併
3
 

市
町
村
の
教
育
委
員
会

の
委
員
で
あ
っ

た
者
の

中
か
ら
臨
時
に
選
任
さ
れ

た
新
市
の
教
育
委
員

会
の
委
員
の
互
選
に

よ
り
決
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
 

成

田
 
守
氏
 

三
月
ニ
十
八
日
か
ら
 

市
長
職
務
執
行
者
に
 



4
月
紗
伽
 

【
4
月
の
相
談
日
】
 

各
種
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ
い
。
 

⑥
行
政

相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
0
2
 

行
政
な
ど
へ
の
意
見
や
要
望
な
ど
を

相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

4
月
1
4日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

●

4
月
2
8日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
相
談
員
 
行
政
相
談
委
員
 

⑥
税
金
の
相
談
 

税
務
課
 
内
線
4
 
（
乙
（b
 

相
続
税

・
贈
与
税
、
所
得
税
等
に
つ

い
て
の
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
 

●

4
月
8
日
圏
 
9
時
3
0分

、
1
5時

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

◇
相
談
員
 
仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室

青
森
分
室
税
務
相
談
官
 

⑨
こ
こ
ろ
の
相
談
日
 

五
所
川
原
保
健
所
保
健
予
防
課
 

公
（3
4)
21
0
8
臓
（3
4)
7
51
6
 

も
の
忘
れ
、
不
眠
、
憂
う
つ
、
家
庭

や
職
場
で
の
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か

ず
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
気
味
、
お
年
寄
り
の
痴

呆
や
介
護
の
問
題
な
ど
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
 

◇
精
神
保
健
福
祉
相
談
 

4
月
8
日
国
、
2
6日

因
  

1
3、
1
4時
 

⑥
交
通

事
故
相
談
 

市
民
課
 
内
線
2
 (Z
0
 

毎
月
2
回

（
第2
・
第
3
水
曜
日
）
 

市
民
相
談
室
で
開
催
し
て
き
た
交
通
事

故
相
談
は
3
月
で
終
了
し
ま
す
。
4
月

か
ら
は
、
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

◇
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
 

青
森
市
長
島
一
丁
目
1
番
1
号
 

青
森
県
庁
舎
 
北
棟
1
階
 

容
0
1
7(
m)
1
1
1
1
 

内
線
3
6
7
0
、
3
6
7
1
ま
た
は

廿
0
1
7
（脱
）
9
2
3
5
FA
X兼

◇
相
談
日
・
時
間
 
毎
週
月
曜
日

、
 

金
曜
日

（
た
だ
し
、土
・
日

・
祝
祭

日
は
休
み
）
8
時
3
0分

、
1
7時
1
5分

◇
相
談
方
法
 
面
接
、
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ゃ
文
書
に
よ
る
相
談
。
電
話

・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
手
紙
で
の
相
談
が
難

し
い
場
合
は
、
日
程
を
調
整
し
て
の

移
動
相
談
も
行
い
ま
す
。
 

こ
利
用
く
だ
さ
い
 

毎
週
土
曜
日
（
午
前
中
）
 

市
民
課
の
窓
口
業
務
（
一
部
）
 

を
受
付
し
て
い
ま
す
 

市
民
課
 内
線
2
0
3
5
2
0
5
 

◇
受
付
時
間
 
毎
週
土
曜
日
9
、
1
2時
 

◇
受
付
業
務
 

①
住
民
票
世
帯
全
員
（
謄
本
）
の
交
付
 

②
住
民
票
世
帯
1
人

（抄
本
）
の
交
付
 

③
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
 

（
印鑑
登
録
証
の
カ
ー
ド
を
持
参
し
 

た
場
合
の
み
交
付
）
 

④
住
民
票
記
載
事
項
証
明
 

（
年
金受
給
者
の
現
況
届
等
）
 

⑤
出
稼
労
働
者
手
帳
の
証
明
 

※
印
鑑
登
録

・
住
民
異
動
及
び
戸
籍
等
 

は
取
り
扱
い
し
ま
せ
ん
の
で
、
平
日
 

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

3
月
2
6日
田
の
業
務
は
休
止
し
ま
す
。
 

農
産
物
加
工
品
直
売
会
 

五
所
川
原
市
農
産
物
加
工
セ
ン
タ

ー
 

振
興
対
策
協
議
会
 

農
政
課
 

内
線
3
5
ー
 

●

4
月
2
0日
困
 

1
1時
4
5分

、
1
3時
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

◇
主
な
販
売
品
 
地
元
e
梅
で
作
っ
た
 

梅
漬
け
、
漬
け
物
、
お
と
う
ふ
、
ジ
 

ャ
ム
や
お
餅
な
ど
た
く
さ
ん
の
品
ぞ
 

ろ
え
。
 

4
月
1
日
か
ら
 

個
人
情
報
保
護
法
が
 

全
面
施
行
さ
れ
ま
す
 

市
民
課
 
内
線
2
2
0
・
2
0
3
 

●

だ
れ
も
が
安
心
し
て
I
T
社
会
の
便

益
を
享
受
す
る
た
め
の
制
度
的
基
盤
と

し
て
、
1
5年
5
月
に
成
立
、
公
布
さ
れ

た
個
人
情
報
保
護
法
が
1
7年
4
月
1
日

か
ら
全
面
試
行
さ
れ
ま
す
。
 

Q
事
業
者
は
ど
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
？
 

A
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
個
人
情

報
の
利
用
目
的
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の

範
囲
内
で
取
り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
本
人
の
同
意
を
得
ず
に

個
人
デ

l
タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
こ

と
は
原
則
禁
止
さ
れ
る
ほ
か
、
安
全
管

理
措
置
、
従
業
者
や
委
託
先
の
監
督
な

ど
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
す

る
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
 

Q
消
費
者
は
こ
の
法
律
に
よ
り
何
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
？
 

A
自
分
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
事
業
者

に
開
示
や
訂
正
等
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
法
律
の
義
務
に
違
反
し
て

い
る
場
合
は
利
用
停
止
等
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情
報
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や
疑
問
は
、
そ
の
事

業
者
に
申
し
出
る
ほ
か
、
認
定
個
人
情

報
保
護
団
体
や
地
方
公
共
団
体
、
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
の
苦
情
相
談
窓
口
な
ど
 
 

で
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。
 

※
詳
し
く
は
、
内
閣
府
国
民
生
活
局
ホ
 

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

h
t
tp

．『
『w
w
w
5

'
c
a
og
o
J
p『
s
e
ik
a
ts
u涛

O
J
l
n『
一
 

n
de
x・htm
l『
 

4
月
か
ら
国
民
年
金
 

保
険
料
が
変
わ
り

ま
す

ー
 

国
保
年
金
課

内
線
2
1
1
5
21
3
 

◆
4
月
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料
が
変
 

わ
り
ま
す
 

平
成
1
7年
度
国
民
年
金
保
険
料
 

1
3
5
8
0
円

（1
カ
月
分
）
 

◆
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

国
民
年
金
保
険
料
の
ロ
座
振
替
は
、
 

指
定
さ
れ
た
ロ
座
か
ら
自
動
的
に
保
険

料
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め

忘
れ
を
防
ぎ
、
納
付
す
る
時
間
も
省
け

ま
す
の
で
便
利
で
安
心
で
す
。
 

さ
ら
に
口
座
振
替
の
早
割
制
度
（
当

月
保
険
料
の
当
月
末
引
き
落
と
し
）
に

す
る
と
、
通
常
の
口
座
振
替

（当
月
保

険
料
が
翌
月
末
引
き
落
と
し
）
よ
り
4
0
 

円
割
引
さ
れ
ま
す
。
 

ロ
座
振
替
を
希
望
の
方
、
早
割
を
希

望
す
る
方
は
弘
前
社
会
保
険
事
務
所
ま

た
は
ロ
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

・
郵

便
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
保
険

料
の
納
付
、
口
座
振
替
に
つ
い
て
ご
不

明
な
点
が
あ
る
場
合
は
市
役
所
国
保
年
 

金
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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五
所
川
原
市
女
性
スポ
ー
ツ

協
議
会
 
会
員
募
集
中
目
 

公
（3
5)1
2
9
2
 

山
内
 

ジ
ュ
ニ
ア
囲
碁
教
室
 

「
ヒカ
ル
の
碁
」
会
員
募
集
 

容
（3
5)6
0
5
6
 （
中
央
公
民館
）
 

ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
 

創
立
伽
周
年
記
念
事
業
 

映
画
「白
神
の
夢
」
上
映
会
 

事
務
局
 
公
（3
5)6
9
4
1
 三
橋
 

五
所
川
原
市
連
合
P
T
A
 

創
立
5
0周
年
記
念
誌
 

事
務
局
 
五
所
川
原
第
三
中
学
校
内

教
頭
・
古
川
 
空

3
4)
29
3
7
 

北
辰
大
学
（
高齢
者
教
室
）
 

平
成
1
7年
度
受
講
者
募
集
 

生
涯
学
習
課
 
北
辰
大
学
係
 

公
（
5
3)
21
1
1
 
内
線
3
1
8
 

5
月
に
開
講
す
る
北
辰
大
学
（
高
齢

者
教
室
）
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
目
的
 
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
求

め
、
講
座
や
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
じ
て

仲
間
づ
く
り
や
住
み
よ
い
街
づ
く
り

の
た
め
の
連
帯
感
を
高
め
る
。
 

◇
対
象
 
市
内
に
在
住
す
る
6
0歳
以
上

の
方
で
通
学
で
き
る
方
 

◇
学
習
日
程
・
場
所
 
5
月
か
ら
平
成
 

1
8年
2
月
ま
で
の
第
2
水
曜
日
 

技
能
講
習
会
の
お
知
ら
せ
 

囲
西
北
労
働
基
準
協
会
 

公
（
3
5)6
3
3
6
 

古
い
電
話
帳
の
回
収
 

リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
を
ー
 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
 

公
0
1
2
0
（
弼）
3
0
9
 

⑨
玉
 
掛
 

つ
り
上
げ
荷
重
1
ト
ン
以
上
の
玉
掛
 

●

4
月
1
2日
因

、
1
4日
困
 

(3
日
間
）
9
時

、
1
7時
 

◇
受
講
資
格
 
満
1
8歳
以
上
の
方
（
女
 

性
の
方
歓
迎
）
 

◇
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）
 

①
免
除
な
し
の
者
 
2
1
7
0
0
円
 

②
受
講

一
部
免
除
者
1
8
7
0
0
円
 

◇
申
込
締
切
 
4
月
5
日
因
か
定
員
8
0
 

名
に
達
し
次
第
締
切
 

※
講
習
会
場
、
受
講
一
部
免
除
者
な
ど
 

詳
細
は
囲
西
北
労
働
基
準
協
会
へ
。
 

N
T
T
東
日
本
青
森
支
店
で
は
、
4
 

月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳
を
各
）」
 

家
庭
、
事
業
所
（
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
 

そ
の
際
、
現
在
お
使
い
の
電
話
帳
は
、
 

新
し
い
電
話
帳
と
お
取
替
え
い
た
し
ま

す
の
で
、
配
達
員
（
お
渡
し
く
だ
さ
い
0
 

N
T
T
で
は
地
球
環
境
保
護
と
し
て
、
 

回
収
し
た
古
い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電

話
帳
を
つ
く
る
「
電
話
帳
循
環
型
リ
サ

イ
ク
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
 

配
達
員
に
渡
せ
な
か
っ
た
方
は
後
日
改

め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま
で
）」
連
絡く
だ
さ
い
。
 

立
侵
武
多
ハ
ネ
ト
踊
り
な
ど
た
く
さ

ん
の
踊
り
を
練
習
し
、
立
候
武
多
の
運

行
や
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
 

福
祉
施
設
等
を
訪
間
し
て
い
ま
す
。
 

運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
ご
婦
人
の

み
な
さ
ん
、
体
力
の
維
持
・
増
進
の
た

め
、
楽
し
く
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
 

碁
は
ル
ー
ル
が
簡
単
貝
ゲ

ー
ム
感
覚

で
楽
し
め
ま
す
。
実
力
を
つ
け
文
部
科

学
大
臣
杯
な
ど
多
く
の
大
会
に
挑
戦
し

よ
う
。
教
室
（
の
参
加
は
無
料
で
す
。
 

●

4
月
2
日
か
ら
毎
週
土
曜
日
 

1
4時

、
1
6時
 
中
央
公
民
館

※
対
象

…
幼
・
小
・
中

・
高
校
生

◇
講
師
 
工
藤
和
豊
九
段
 

岩
城
徳
男
七
段
 

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
1
9
0
5
年
 

2
月
に
シ
カ
ゴ
で
初
め
て
創
設
さ
れ
、
 

以
来
今
日
ま
で
世
界
の
様
々
な
国
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
今
回
は
百
周
年
を
記
念
し
、
世
界

遺
産
の
白
神
を
描
い
た
長
編
映
画
「
白

神
の
夢
」
を
上
映
し
ま
す
の
で
、
ご
家

族
お
誘
い
の
う
え
お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

●

4
月
2
3日
田
 
ォ
ル
テ
ン
シ
ア

開
場
1
2時
 
開
会
1
2時
3
0分

（小
池

征
人
監
督
舞
台
挨
拶
）
 

上
映
1
3時

（
期
分
）
 

◇
入
場
料
 
無
料

（
整
理券
不
要
）
 

◇
主
催
 
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第
2
8
3
 

0
地
区
西
第
一
分
区
（
五
所
川
原
R
 

c
、
五
所
川
原
中
央
R
c

、
金
木
R
 

c
、
鯵
ケ
沢
R
c
、
鶴
田
R
c
、
つ

が
る
北
西
R
c
、
木
造
R
c
)
 

五
所
川
原
市
連
合
P
T
A
は
、
平
成
 

1
6年
度
に
創
立
5
0周
年
を
迎
え
、
記
念

誌
「
灯
」
を
発
行
し
ま
し
た
。
1
1月
開

催
の
「記
念
式
典
・
記
念
講
演
」
「
3
0周
 
 

年
か
ら
5
0周
年
ま
で
の
歩
み
」
「単
位
P
」
 

T
A
の
2
0年
」
な
ど
を
掲
載
し
、
今
日

ま
で
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
 

記
念
誌
を
関
係
各
位
に
発
送
し
残
っ

た
三
十
余
部
を
ご
希
望
の
方
に
無
料
で

贈
呈
し
ま
す
の
で
、
事
務
局
ま
で
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
贈

呈
は
記
念
誌
が
な
く
な
り
次
第
終
了
し

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 》

 
午
前
…
講
演
（
全
体
）
 

ハo
 

午
後
…
ク
ラ
ブ
活
動
（
希
望
者
）
 

中
央
公
民
館
 

◇
申
込
期
限
 
4
月
2
5日
囲
 

◇
開
講
式
 
5
月
1
8日
困
 
1
3時
 

市
民

農
園
参

加
者
募
集

農
政
課
 
内
線
3
5
ー
 

今
年
も
市
民
の
方
々
に
収
穫
の
喜
び

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
市
民
農

園
を
開
園
し
ま
す
。
 

対
象
 
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
一

世
帯
一
区
画
 

対
象
面
積
 
一
区
画
2
4m
（約
7
坪
）
 

区
画
数
 
7
0区
画
（
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
 

利
用
料
 
無
料
 

申
込
締
切
 
4
月
1
5日
国
必
着

申
込
方
法
 
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
 
〒
0
3
 

7
1
8
6
8
6
 五
所
川
原
市
岩
木

町
1
2
 市役
所
農
政
課
ま
で
。
 

開
園
日
 
5
月
中
旬
 

場
所
 
松
島
町
一
丁
目
5
0
5
1
1地
内
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消
防
本
部
か
ら
お
知
ら
せ
 

『
ー
 

至
ー
ツ
谷
 

「
・ー
 
ー

ー
 

工
区
間
 

‘
止
十
 

＼

ー
 

一
 

口

市
役
所
 

〕
讐
 
二
岩木
川
 

至
鯵
ケ

沢
 

至弘前 	 至青森 

道
路
工
事
に
伴
う
道
路

通
行
止
の
お
知
ら
せ
 

都
市
計
画
課
 

内
線
3
2
2

・
3
2
6
 

春
の
火
災
予
防
運
動
 

都
市
計
画
街
路
事
業
に
よ
り
、
川
端
 

町

・
新
町
地
内
の
現
道
の
改
良
工
事
を
 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

本
工
事
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
周
辺
 

付
近
の
住
民
の
方
や
交
通
利
用
さ
れ
て
 

い
る
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
 

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 

◇
エ
事
名
 
3

・
4

・
3
号
漆
川
岩
木
 

町
線
道
路
改
築
工
事
 

◇
工
期

（予
定
）
 

4
月
下
旬
、
7
月
3
1日
 

◇
通
行
止
の
期
間

（
予定
）
 

5
月
上
旬
、
7
月
3
1日
 

◇
通
行
止
の
時
間
 

9
時

、
1
6時
3
0分
 

※
道
路
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
工
事
用
 

案
内
看
板
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

県
下
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

始
ま
り
ま
す
。
五
所
川
原
地
区
消
防
本

部
並
び
に
五
所
川
原
消
防
署
で
は
、
防

火
P
R
の
た
め
街
頭
広
報
パ
レ
ー
ド
等

を
実
施
し
ま
す
。
 

『火
は
消
し
た
？
 

い
つ
も
こ
こ
ろ
に
 

き
い
て
み
て
』
 

●

4
月
1
1日
囲
、
1
7日
卿
 

◇
主
な
行
事
 

・

4
月
1
1日
囲
 
9
時

、
1
2時

消
防
署
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
 

・

4
月
1
2日
因
 

①
9
時

、
1
1時
3
0分
 

消
防
団
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
 

②
9
時
3
0分
、
1
1時
 
女
性
消
防
団
 

員
に
よ
る
街
頭
広
報
活
動
 

・

4
月
1
3日
困
 
9
時

、
1
2時
 

一
日
消
防
官
、
五
所
川
原
地
域
防
火

協
会
及
び
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る

街
頃
パ
レ
ー
ド
 

住
宅
火
災
 
い

の
ち
を
守
る
 

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト
 

◇
3
つ
の
習
慣
 

・

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。
 

環
境
対
策
課
から
の
お
知
ら
せ
 

内
線
2
3
1

・
2
3
3
 

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
（泥
上
げ）
 

春
の
清
掃
運
動
の
一
環
と
し
て
側
溝

か
ら
上
げ
た
泥
の
回
収
を
行
い
ま
す
。
 

「
水
稲
慣
行
栽
培
基
準
レ
ベ
ル

の
策
定
に
つ
い
て
 

J
A
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
米
穀
畜産
課
 

公
（
2
7)
3
3
0
4
 

市
役
所
農
政
課
農
政
係
 

内
線
3
5
1
 

、
 

側
溝
の
泥
上
げ
を
計
画
し
て
い
る
町
内
 
国

の
特
別
栽
培
農
産
物
に
係
る
ガ
イ

会
は
、
実
施
日
及
び
回
収
日
程
を
環
境
 
ド

ラ
イ
ン
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
 

対
策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

次
の
と
お
り
当
市
管
内
の
慣
行
レ
ベ
ル
 

◇
泥
上
げ
実
施
期
間
 

を
設
定
し
ま
し
た
。
 

4
月
4
日
囲
、
5
月
8
日
回
 
特

別
栽
培
農
産
物
の
栽
培
に
取
り
組

◇
回
収
期
間
 
5
月
9
日
囲
、
 
む

生
産
者
は
、
次
の
慣
行
栽
培
基
準
レ

◇
注
意
事
項
 
必
ず
土
の
う
袋
を
使
用
 
ベ
ル
を

節
減
割
合
の
算
定
基
準
と
し
て

し

（
土
のう
袋
以
外
は
回
収
し
ま
せ
 
活

用
く
だ
さ
い
0
 

ん
）
、2
5
3
カ
所
に
ま
と
め
て
乾
燥
 
た
だ
し
、

こ
の
慣
行
レ
ベ
ル
は
当
市

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

管
丙
の
平
均
的
な
も
の
で
あ
り
、
 管
内

※
土
の
う
袋
は
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
の
 
す
べ
て
に

適
用
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

で
、
町
内
会
で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
 
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

泥
上
げ
後
に
散
布
す
る
薬
剤
は
、
町
 

【
慣
行栽
培
基
準
レ
ベ
ル
】
 

内
会
長
を
通
し
て
相
談
く
だ
さ
い
。
 

作
目
…
水
稲
 

犬
の
ふ
ん
に
困
っ
て
い
ま
す
 

最
近
、
犬
の
「
ふ
ん
」
の
苦
情
が
絶
 

化
学
合
成
農
薬
…
使

え
ま
せ
ん
。
ご
く
一
部
の
飼
い
主
の
道
 

用
成
分
回
数
2
0回

徳
意
識
の
欠
如
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
 

※
な
お
、
国
の
特
別

多
大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
 

栽
培
農
産
物
に
係

猫
に
つ
い
て
も
、
「
ふ
ん
」
の苦
情
が
寄
 

る
表
示
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
の

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
、
 

質
問
等
は
、
青
森
農
政
事
務
所
地
域

こ
れ
か
ら
飼
い
主
と
な
る
方
は
、
動
物
 
第

三
課

（五
所
川
原
合
同
庁
舎
）
に

の
本
能
や
習
性
を
十
分
に
理
解
し
た
適
 
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

切
な
飼
育
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 

廿
（3
5)2
1
3
8
 

・

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。
 

・

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
 

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。
 

◇
4
つ
の
対
策
 

・

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。
 

・

寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。
 

・

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
 

住
宅
用
消
火
器
等
を
備
え
る
。
 

・

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。
 

古
く
な
っ
た
消
火
器
の

回
収
に
つ
い
て
 

腐
食
し
た
消
火
器
の
破
裂
等
に
よ
る

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
火
災
予
防

運
動
期
間
中
に
住
宅
用
消
火
器
の
回
収

促
進
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

古
く
な
り
腐
食
等
が
見
ら
れ
る
消
火

器
は
、
囲
青
森
県
消
防
設
備
保
守
協
会

の
協
力
に
よ
り
処
分
し
ま
す
の
で
、
処

分
を
希
望
さ
れ
る
方
は
『
消
防
本
部
予

防
課
』
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
処
分

料
は
有
料

（
一本
当
た
り
千
円
）
で
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
を
機
に
住
宅
防
火
対
策

の
一
環
と
し
て
消
火
器
の
普
及
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
消
火
器
の
不
法
販
売
等
に
は
、
引
き

続
き
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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1 二輪車の安全利用の推進 

2 シートベルトと 

チャイルドシートの着用の徹底 

3 自転車の安全利用の推進 
× 

i 

子育ては地域のみんなの手乙二！ 

r 五所川原市 
×フアミリーサボートセンター 

活動紹介 No.37 

ろしくお願いしますH 
． ジ 	叫需 上 	 」 

ま事‘ 

,I 
五所川原警察署 TEL35-21 41 

子どもと高齢者の交通事故防止 
く保護者へのお願い, 

〇子どもと一緒に通学路を実際に歩き、危険な箇所、 

通行方法などについて、子どもの目線で具体的に

指導しましょう。 

〇 高齢者が夜間外出する時は、反射材を身に付ける

よう指導しましょう。 

《運転者へのお願い》 

〇子どもと高齢者の行動特性を十分認識し、思いや

り運転に心がけましょう。 

〇脇見運転、前方不注意は、死亡事故の原因となり 

~ ます。 またスピードの出しやすい環境となりまし 

’ 

	

	た。これも大きな事故を招きます、ちょっとした 

不注意をつくらないようにしましょう。 

〇被害軽減のためにシートベルト・チャイルドシー 

トを装着しましょう！ 

ノ 

《ニ輪車利用者へのお願い》 

〇交差点では、一時停止や安全確認を徹底しましょ 

う。 

〇カーブ手前でスピードを落としましょう。 

〇二輪車に乗るときは、必ずヘルメットをかぶりま 

しょう。 

《自転車利用者へのお願い》 

〇見通しの悪い交差点では、必ず止まって左右の安 

全確認を行いましょう。 

〇進路変更する時は、必ず後方の安全確認と合図を 

行いましょう。 

【 

左から提供会員の寺田節枝さん、佐藤優藍（ゆら） 

ちゃん 4 カ月、依頼会員の佐藤亜希子さん 

「転勤してきたばかりで 	これから就職 

活動をしたいと思っているのですが、子ども

の保育に困った時には、お願いします」と会

員登録を済ませた佐藤さん。急な保育依頼に

も、スムーズに活動が出来るよう、寺田さん

宅で事前の打ち合わせとお試し依頼を行いま

した。提供会員は依頼会員に「安心」 を提供

できる大切な存在です。 

随時会員募集 T E L35-8953 

中央公民館からのお知らせ TEし3516〇56 

家族で映画を楽しむ会 ～4月 

子ギツネを救い出そうと、あの手この手を駆使して挑戦す

る親ギツネの限りない愛。少年の目にどのように映ったか！ 

『金色の足あと』と『ハム太郎のとっとこ大切交通ルール』、 

『日本昔ばなし』より「夢を買う」他をお楽しみください。 

◇日時 4月23日田 13時～14時30分（無料） 

こいのぼり提供のお願い 
今年も中央公民館では子どもたちの健全な発育を願い、 4 

】 月上旬から約100匹のこいのぼりをおよが発る予定です 皆 

I さんの家庭で不要になったこいのぼりがお‘工ま上た、ら●、島’中央

公民館への提供をお願いします。 

図書館からのお知らせ紗 

◇開館時間 

・五所川原市立図書館 公34-4334 

9時30分～18時（土・日曜日は17時まで） 

・伊藤忠吉記念図書館 公53-3049 、 

・市浦分館 公62-2111 

◇ 4 月の休館日 

・五所川原市立図書館・伊藤忠吉記念図書館

毎週月曜日と21日（わ, 29日圏 

・市浦分館 毎週土・日曜日と21日困、29日金 

《本を借りるとき》市内に住所、在勤、在学の方はどなた

でも無料で借りることができます。本人であることを証明

できるもの（運転免許証、健康保険証、学生証など）をお

持ちください。1人 5冊まで、15日間借りられます。 

五所川原市役所 公35-2111 	平成17年 3 月25日 8 



   

切印易の綴II］易 

   

ふるさと交流圏民セソヲー TEL33-21 11 

6月12日（日）漂 8H173O分） 
オルテンシア 大ホール 

お笑いオンステージ「応援団」 

桂三枝・毒腹三太夫・B&B・三瓶ゾ、ローケイスケ 

トーク“笑”「笑う門には福きたる」 

桂三枝＆NHKアナウンサー葛西聖司 

ほのぼのコメディ劇場喜劇「ふるさとのうた」 

吉本新喜劇メンバー＆五所川原市のみなさん 

（オーディションに合格した方です） 

雷即か。象ァシ回》司会進イテ/5GAP 
「ほのぼのコメディ劇場」への出演希望者を募集します 

5月21日（土）14時より ふるさと交流圏民センター 

●ハガキ、FA×にて下記まで応募ください。 

5月9日（月）まで（当日消印有効） 

〒O37-OO65 
五所川原市幾世森24-15 
ふるさと交流圏民センター事務組合 

「宝くじオーディション」係 

FAX (33)2006 
住所、氏名（フリガナ）、性別、年齢、 

鷺熊 B L登蔑皆声齢 	 毒竣三プ 
性別など一切制限はありません。 

◇入場料 2,000円（全席指定消費税込） 
※宝くじの助成による特別料金 

毒竣三太夫 

桂 三枝 

麟 

◇チケット販売所 
（発売開始時間） 4月20日（水）前売開始 

 

■オルテンシア（8:30~) T33-2111 
■ ELMインフォメーション（10:00~) 公33-6275 
■イオン柏Sc総合サービスカウンター（10:00~) 公 25-345O 
■中三五所川原店（io:oo~) 公 34-3131 
■五所川原市内郵便局（9:00~) 公 34-3205 

 

宝くじは

豊かさ築く

チカラ持ち。 

 

壁
ゲ
 

！馨i響 I 旨響》 If-//f/\\IIr) 2'(-//\\If ?--/\\ 、で ,A 言細留 、 案 内 
日 曜日 催 	物 開 演 入場料 ■ 日

  
曜日 催 	物 開 演 入場料 

大
ホ
ー
ル
  

3
  

日
  

木
  

ミュ一ジ力)Wxラダイス 13:30 無 料 小
ホ
ー
ル
  

10 日 日本舞踊彩扇会春のどり 12:00 無 料 

23 土 映画「白神の夢」上映会 13:00 無 料 

14 五所川原市教育研究会
全員研修会 

14:00 関係者 26 火
  

平和勝次ショ― 
①13:30 
②18:30 無 料 

※主催者の都合により日程等が変更になる場合もあります。 
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r…ー一 

融留＠D富 
~ ら易甑町の叡 

山火事注意に芸二農政課内線 361 

貴重な森林を守り、豊かな郷土を築くため、山に 

入る方は、次のことを守りましょう。 

①枯れ草等のある危険な場所では、たき火をしない。 

②強風時及び乾燥時には、たき火、火入れをしない。 

③たき火の場所を離れるときは完全に消す。 

④たばこの吸いがらは必ず消すとともに、投げ捨て 

ない。 

⑤火遊びはしない。 

⑥火入れをするときは、市長の許可が必要です。 

苗木を無償配布しきす 
西北地方農林水産事務所 TELO1 73-72-6614 

山火事防止 PR 活動の一環として、苗木を無償配

布します。 

● 4 月15日圏 13時 

エルムの街Sc専門店入口 

◇苗木 ベニキリシマツツジ、キリンツツジ 

（各250本） 

◇主催 北五地区山火事防止対策協議会 

帰曽健宅入目窃冒編 
五所川原県土整備事務所建築指導課 

TEL(34)21 11 内線283 

◇募集住戸 広田団地（みどり町） 

鉄筋コンクリート造 3K・・・ 2 戸、 3 LDK・・・ 3戸 

(3 LDKは申込者及び同居予定者数の合計が 3 人 

以上） 

◇募集期間 4 月 1 日国～11日（月） 

◇その他 入居基準があり、家賃は所得金額に応じて 

決定します。 

・◇家賃 10,800円～22,300円程度 

※駐車場は 1 住戸につき 1 台。 2 台目の駐車はできま 

せん。駐車料金は、家賃と別に徴収します。 

〔感る瞭厄 
建築住宅課 内線330 

県住宅供給公社住宅部住宅企画課 TELO 17(723) 1627 

◇団地名・・・はるにれ住宅団地 

◇現地相談会・・・4 月17日（日） 10時～16時 

分譲区画数 88 
敷地面積 221m2(66.8坪)~ 401m2 (121.4坪) 
敷地価格 759万円～1 ,378万円 

申込受付 
8時30分～17 
申込み順により購入者を決定 

時（土・日・祝日除く） 

受付場所 
五所川原市建築住宅課、または 
青森県住宅供給公社住宅部住宅企画課 

平成17年度 勤労青少年ホーム 

『《らしと圏 可の教室 講座案 園 

   

●対象 五所川原市内に住所のある方、または、勤

務している方なら性別‘年齢に関係なく、どなた 

． でも参加出来ます。募集人員各講座15人。 

●時間 18時30分～20時30分まで 

毎週 1 回 計10回実施（前期・後期とも） 

※受講料は無料ですが、講座内容により材料費のか 

かるものもありますので、勤労青少年

ホームにお間い合わせください。 

●申込締切日 前期4月20日困

後期8月15日（月） 

●申込先 五所川原市勤労青少年ホーム 

TEL 34一3602 

講座（教室）名 案 	 内 期 	間 講師名 

陶 	芸 
ュJ
 

・
レ
 

口
叩
 

h
/
 

士
よ
 

土よ
 
に

、
っ
 
し
 
み
 
自
 
分
 
だ
 
の
 
オ
 
ジ
 
ナ
 
作
 
を
 
作
 
し
 

親

0
 
 

前期 5 /10~ 7/12 
後期 9/6~ 11/18 

秋元 雅博 

絵 は が き 
受け取る人の笑顔を思いながら、心のこもったは
がき絵を書いてみませんか。 

前期 5 /10~ 7/12 
後期9/6-11/18 

角田早津子 

茶 	道 
堅苦しいと思っていませんか？先生とテイータイ
ムを楽しんでみてはいかがでしよう。 

前期 5/11~ 7/13 
後期9/7~ 11/9 

一戸 次江 

編 	物 
おしゃべりしながら楽しく手編みの作品を作りま
す。 

前期 5/11~ 7/13 
後期 9/7~ 11/9 

島村恵美子 

筆 ペ ン 字 香典ゃのし袋など・・・生活に役立ちます。 
前期 5/12~ 7/14 
後期9/8~ 11/17 

角田早津子 

い け ば な 
古風にもモダンにも生活空間に合わせて活けてみ
てください。 

前期 5/12~ 7/14 
後期 9/8 --11/17 

斎藤 啓子 

着 付 	け 
初歩から訪問着までの着付けを学びながら楽しく
着物の良さを知ることができます。 

前期 5/13-- 7/15 
後期 9/9~ 11/18 

鶴谷公美子 

五所川原市役所 公35-2111 	平成17年 3 月25日 10 



みんなの一票大切に 

日
場
 

立候補予定者説明会 
五所川原市長選挙の立候補届出などについての説明会を、次のとおり行います。 

立候補届出や選挙運動および選挙公営の手続きなどについて説明し、関係書類を配

布いたします。立候補関係者は出席してください。 

日 時】4 月 6 日困 9 時 	 間い合せ先】選挙管理委員会 

場 所】五所川原市役所庁舎北棟 5 階B会議室 	 内線491~493 所
 

間い合せ先】選挙管理委員会 

内線491 -493 

手話通訳者を派遣しています 
障害福祉係 内線542 

聴覚障害・言語機能障害名の社会参加を促進する

ため、手話通訳者を派遣しています。病院、学校、 

銀行及び公共施設等を利用

する際にご利用ください。 

◇利用時間 

毎週月曜日～金曜日 

（祝祭日を除く） 

8 時30分～17時 

福祉タクシー事業 
障害福祉係 内線540 

在宅の重度心身障害者に対して福祉タクシー利用 

券を交付しています。 

◇受付期間 4 月 1日金から 

◇対象者 市内に居住する在宅の重度心身障害者 一 

（身体障害者手帳1級の方及び愛護手帳Aの方）。 ’ 

ただし、障害による自動車税の減免を受けている方 

は申請できません。 

※対象者の範囲が昨年度までとは違いますのでご注 

意ください。 

◇持参する物 身体障害者手帳（愛護手帳）、印鑑 

認蕊息蕊UhjE4 灘品個別織範⑩お知局せ 

＠対象者、実施期間など詳細についてはP12をご覧ください。 
	健康推進係 内線245 

予防接種実施医療機関名 電 話 
受 	付 	時 	間 

備 	考 
午 午 	後 

駅 前 ク 	リ 	ー 	ッ 	ク 38-5100 9:0 0~1 2:00 2:0 0~5:O 0 水、土曜日 午後休診 

江 渡 内 科 医 院 34 一 3000 8:3 0-1 	1:30 1:3 0~5:0 0 土曜日 	8: 3O-- 11:30 

こどもクリニックおとも 39-2151 8:3 0-1 2:00 2:0 	0-6:0 	0 水、土、午後休診、火、午後予防接種専門外来（火のみ要予約） 

かねひら ク リ ニ ッ ク 35-3167 8:3 0~1 2:00 1:0 0~6:0 0 土の午後は1 :3O-3:加、日、祝日は8:30--12:00 

健生五所川原診療所 35-2542 8:3 0-1 2:00 2:0 	0 一一 4:0 	0 
電話予約必要 夜間火・水・金

午後5:00~ 6:30 土曜日午前のみ 

佐藤内科小児科医院 35-4155 8:3 0-1 	1:30 2 】 0 	0-一 4 】 30 木、土曜日 午後休診 

すわ胃腸科内科クリニック 38-1133 8:3 0-1 2:00 2:0 0-4:3 	0 木曜日、土曜日午後休診 電話予約必要 

西 北 中 央 病 院 35-3111 2:3 0-3:0 0 水曜日のみ実施 

瀬川内科ク リ ニ ッ ク 33 一 0202 8:3 0-1 2:00 2:00-5:3 	0 土曜日 午後休診 

対馬内科小児科医院 34-3431 9:00~1 2:00 2 】 0 	0-一 4 】 30 土曜日 午後休診 

っ し ま ク リ ニ ッ ク 38-3456 9 】 00~1 2:00 2:0 	0 一15:3 	0 土曜日 午後休診 電話予約必要 

て ら だ ク リ ニ ッ ク 33-1200 9 】 00-1 2:00 3 】 00- 一 6 】 00 水、土曜日 午後休診 

冨田胃腸科内科医院 34-3211 8:30--1 2:00 2:0 0-5:0 0 木、土曜日 午後休診 

都谷森小児科医院 34-3425 9:00~1 2:00 1:30~5:00 土曜日 午後休診 

永田小児科内科医院 34-5611 9 】 00-11 2:00 2:0 0~5:4 0 木、土曜日 午後休診 

白 生 会 胃 腸 病 院 34-6111 8:3 0~1 1:30 1:0 0~5:0 0 土曜日 午後休診 

増 	田 	病 	院 34-2726 9:00~1 1:00 2:0 	0-4 :00 土曜日 午後休診 

三 	好 	診 	療 	所 36-2510 9 】00-1 2:00 2:0 	0-3:0 	0 土曜日 午後休診 

市 浦 医 科 診 療 所 62 一 2009 8:1 5~1 1:30 12:4 5~4:3 0 土曜日休診 電話予約必要 

公 立 金 木 病 院 53-3111 i0:00-1 1:30 毎週木曜日と第】・3土曜日のみ 電話予約必要 

尾 	野 	病 	院 53-2071 9:0 0~ 12:00 1:0 	0~3:0 0 毎週月～金曜日と第 1・3土曜日午前のみ 
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健康福祉課 内線234・236 

を個別 （き接種 
麻しん（はしか）、風しん、日本脳炎、 
三種混合（百日咳、ジフテリア、破傷風） 
BOG（結核） 

◆対象年齢 

麻しん、風しん 

． 三種混合 

ー 日本脳炎 

BCG 

12--90月未満 

3~ 90月未満 

6~ 90月未満 

3--6月未満 

あなたも 

＊は .1:1Im*7. 
料理紹介 

作ってみませんか・県産品を使った 

＝ 

、 

まいしい料理団 v 、’ レ’ ー“八とノ

研修会「県産品を使ったおいしい料理」よリ 二 二 	◆ 

五所川原市食生活改善推進員会 = 	― 	一 

I 磯辺長芋フオソデ コ 	I 

	

r‘ 	、 
◆rY 

.4 
_& 	_'.I 

' 

	

～ 
	与

、一 

	
‘ 

1 人分 	143k cal 	塩分0.6g 

材料（4人分） 

長芋 	200g ー、 	』 

青のり 	少々 ーーII 	ー 

海 苔 	2 枚 

塩 	 少々 
＋旦Iギこ＋ 	き富早 

響1マト適量一生栗粉  
、― I 、 I 
っまようじ 

A 

B 

〈叩風フすとデ三〉ー 

E'7H 土ソ’ノ一エA _ /‘ 	 ロn一 bUg 
めんっゆ 	大さじ1 
みりん 	小さじ1弱 

水 	80 g 

	荘じ1 Jj 
水 	 小さじ1/2 
塩・こしよう 

【作リ方】 

①長芋は皮をむいて長さ5cm幅、1 .5 C m の短冊に切る。 

②海苔は縦半分に切り横3cmの幅に切る。 

③①に②を巻き、っまようじで止める。 

④揚げ油を170度で③を 1 ---2 分揚げる。 

⑤鍋にAとクリ一ムチ一ズを入れ、溶けたら生クリーム 

を入れ、 Bでとろみをっける。火を止め、塩・こしよ 

うで味を整える。 

⑥器に④を盛り、⑤を上からかけ、青のりをのせる。 
こ わ だ 

《レシピ】青森県食品アドバイザ一 小和田慶子氏》 

「地産地消運動」とは、地元の生産者と消費者間で

食・農・環境のあり方を考え、 「地元で採れる良い

農産物を地元で消費しよう」という運動で弓0 
新しい料理を作りながら自然のめぐみp四季の変

化を楽しみきしよう0 

	ノ 

成人の相談日 
健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の相

談等にも応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

働く婦人の家・保健センター 

五所川原 
4 月13日困 10:00--12:00 

※合併により五所川原市保健センターが保健センター五所川原

に名称変更されます。 

献血のご案内（バス巡回） 

期 日 時 	間 場 	所 

3月27日（日） 10 :00 - 	16 :00 エルムの街ショッピング
センター専門店入口の外 

4 月 5日因 
9 :30-12 :00 金山 昭和館 

13 :30-16 :00 白正会胃腸病院 

4 月13日困 
（成分献血） 

9 :30- 14 :30 
働く婦人の家・保健センター 
五所川原 

※成分献血にご協力いただける方は、 4 月 8 日まで健康福祉課
へご連絡ください。 

◆実施期間 4 月 1日～18年 3 月31日 

◆実施機関 P11に医療機関一覧を掲載しています。 

接種曜日、受付時間等を確認ください。 

◆料 金 市の補助で無料になります。 

◆持参するもの 母子手帳、予診票（出生届時に配布

しています。ない場合は医療機関に

ご相談ください）。 

◆注意事項 

①結核予防法の改正に伴い、結核予防のBCG接種

は生後3-6月未満を対象に医療機関で個別接種

になります。生後 6月からは任意接種（自己負担

接種）になりますのでご注意ください。 

②接種には、お子さんの健康状態をよく知っている

方がお連れください。 

③予防接種の間隔等については医師にご相談くださ

し、 

実施医療機関一覧は P1lに掲載 

媛言I時震詳貰i三1~  
月 日 曜日 医療機関名 住所 電 話 

4 月 3H 日
  

かねひらクリニック 旭町55一 2 35-3167 

4 月10日 日
  

中村整形外科医院 一ッ谷508-12 34-0123 

4 月17日 日
  

木村内科医院 松島町 2丁目89- 4 35-2815 

.1‘対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介丑34-4999）でも紹介します。 
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